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保育者の離職防止のための職場マネジメントの考察
―保育事業者・施設長のインタビューから―

下村恭子（大阪教育福祉専門学校）
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問題と目的

近年問題となっている保育士離職につながる要因

は，保育の質の向上という観点で行われた

の『全国 万人の保育者と か所の

自治体関係者の大規模アンケート調査』により報告

されている。一方で，各園，各自の強み・弱みの「加

減」は，自己評価であるため，その細やかさ，内容，

詳細部分は捉えられていない。そのため，踏み込ん

だ要因の追及にはたどりついていない。

近年，社会環境の変化とともに，保育事業に対する

利用者 保護者のニーズと意識の変容がある。また

様々な事業母体の増加により，「福祉」側面と「サー

ビス」側面を兼ね備えることが必要とされ，それに

対応できる人材 保育者の確保が必要となっている。

そこで，保育士不足の解消にもつながる離職防止と，

潜在保育士の現場復帰を促すために，職場マネジメ

ントの具体的な方策を探る必要がある。本研究では，

その職場マネジメントに必要な施設長・園長のリー

ダーシップに着目し，現場でどのように実践されて

いるのかを施設長・園長の半構造化インタビューに

よる質的調査により，離職防止につながる具体的な

方策の方向性を探ることを目的とする。

方 法

年 月から 年 月まで，関東・関西・

九州の保育施設長・園長 名に対し， 分から

分間のインタビューを実施した。本音に近いものを

聞きだすため倫理的な配慮から，インタビューの内

容については録音せず，筆記による記録を行った。

結果と考察

インタビュー内容をインタビューデータとし，以下

のように評価・分析を行い，散布図を作成した。

園 から園 まで連番を振り匿名化したイン

タビューデータを，保育関係者 名 女性 名，男

性 名 と異業種従事者 名 女性 名，男性 名

全 名の評価者が評価。

評価項目は 項目。一般的な企業の人的資源

管理および分散型・協働的リーダーシップ，サーバ

ント・リーダーシップの観点から自作した。評価者

には，インタビューデータの内容を読んで 個の

評価項目それぞれについて，あてはまっていると思

った場合は “ ”，そうでない場合は “ ”と評価を

つける。

獲得した得点をマネジメント指向得点とし，評

価者の ％以上があてはまると回答していた項目

の数を各園の得点とした。これを，評価者全体，保

育関係者，異業種従事者それぞれで求め，マネジメ

ント指向得点の保育関係者×異業種従事者の散布

図を作成した。相関係数は であった。それぞ

れの中央値を 線， 線，保育関係者と異業種従事

者の得点が一致する線を 線で示している。

マネジメント指向得点の保育関係者

×異業種従事者の散布図

分布図から，マネジメント得点の高い園，低い園，

特徴がみられる園が明らかとなった。各園のインタ

ビューデータの中の言動のキーワードから，職場マ

ネジメントに必要な園長のリーダーシップに共通す

る部分は，各園のビジョンを達成するという信念を

ぶらさず，管理職側が職員に対する傾聴と受容とボ

トムアップのサポート，また，同僚性を育てるため

の仕組みづくりと園風土の風通しのよさをつくる努

力があるかないかが明らかとなった。それが働き⼿
の定着 離職防止に影響し，職務満足感につながると

示唆された。
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プライバシーに関する社会的トピックの整理

○佐藤広英（信州大学） 太幡直也（愛知学院大学）
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問題と目的

年の個人情報保護法施行以降，プライバシ

ーという言葉は新聞記事の見出しに多く含まれて

おり（金森・野島・佐藤・太幡， ），プライバ

シーに対する社会的関心は年々高まりを見せてい

る。プライバシーとは，他者に対する自己情報の

伝達を統制する状態と定義される（ ）。

プライバシー懸念には性差，年代差があるとされ

る（ 佐藤・太幡， ）。しかし，従来の研

究では，プライバシーに関する社会的トピックの

内容には着目していない。本研究では，プライバ

シーに関する社会的トピックの内容を明らかにす

るとともに，その性差，年代差を検討する。本研

究を通して，性別・年代に応じた情報教育の在り

方を探ることができると考えられる。

方 法

調査対象者 ！クラウドソーシングにより

調査対象者を募集し， 名から回答を収集し

た。不良回答を除いた 名（男性 名，女性

名，その他 名，年齢： ）

を分析対象とした。

質問項目 ！クラウドソーシング上のウェ

ブ調査画面において，性別・年齢と共に，プライ

バシーに関する社会的トピックを尋ねた。具体的

には，「あなたの身の回りにあるプライバシーに関

する社会的トピックと思われる出来事を教えてく

ださい。身の回りで思いつく出来事がなければ，

あなたが一番関心を寄せているプライバシーに関

する社会的なトピックをお書きください」という

教示文のもと，自由記述形式で回答するよう求め

た。

結果と考察

件の回答のうち同一内容のものをまとめ，

件に整理した。そして，意味内容を基に，「過

剰なプライバシー意識への不満」「他者からのプラ

イバシー侵害」「企業による情報流出」「個人情報

の被収集」「生活環境でのプライバシー懸念」「マ

スコミ，犯罪・事件に関わるプライバシーの問題」

「個人情報の不正利用」「他者からの被詮索」「法

律・制度上の問題」「プライバシーポリシーへの不

満」「その他」の カテゴリーに分類した。一致

率は であった。全体として，プライバシー

が他者に侵害されること，意図せずに個人情報を

他者に収集・利用されることに関する社会的トピ

ックの言及率が高かった。

各カテゴリーの回答（「プライバシーポリシー

への不満」「その他」は除外）と性別，年代の関連

を検討した（ ）。その結果，性別について

は有意な関連がみられた（χ

）。残差分析の結果，男性では「企

業による情報流出」「個人情報の被収集」「法律・

制度上の問題」の言及率が有意に高く，女性では

「生活環境でのプライバシー懸念」の言及率が有

意に高かった（ ）。男性は企業関連，女性

は生活関連のトピックへの関心が高いと考えられ

る。

年代については，サンプルの分布に合わせ，

代以下， 代， 代以上に分類した（ ）。

その結果，有意な関連がみられた（χ

）。残差分析の結果，

代以下では「他者からのプライバシー侵害」， 代

では「他者からの被詮索」， 代以上では「マス

コミ，犯罪・事件に関わる問題」の言及率がそれ

ぞれ有意に高かった（ ）。 代以下，

代では他者から受ける被害に関連するトピック，

代以上では世間一般的なトピックへの関心が

高いと考えられる。
性別ごとの各カテゴリーの言及率（%）

 

年代ごとの各カテゴリーの言及率（%）

男性 女性

カテゴリー (n  = 403) (n  = 260)
他者からのプライバシー侵害 19.4 24.6
企業による情報流出 20.6 14.2
個人情報の被収集 19.1 12.3
生活環境でのプライバシー懸念 7.2 17.3
マスコミ，犯罪・事件に関わる問題 8.7 12.7
個人情報の不正利用 7.7 6.9
他者からの被詮索 6.2 7.3
法律・制度上の問題 6.9 3.1
過剰なプライバシー意識への不満 4.2 1.5

30代以下 40代 50代以上

カテゴリー (n  = 171) (n  = 250) (n  = 242)
他者からのプライバシー侵害 30.4 22.8 13.6
企業による情報流出 17.5 18.4 18.2
個人情報の被収集 15.8 15.2 18.2
生活環境でのプライバシー懸念 10.5 10.4 12.4
マスコミ，犯罪・事件に関わる問題 9.4 7.2 14.0
個人情報の不正利用 8.2 6.4 7.9
他者からの被詮索 2.3 10.4 5.8
法律・制度上の問題 4.1 6.8 5.0
過剰なプライバシー意識への不満 1.8 2.4 5.0
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